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天盛岡ーの橋造林地の野鼠被害と

道内野鼠被害の一般考察

犬飼哲夫・若園 武

(北大農祭部動物争裁室〕

On the damage done by the vole in the reforesting area at Ichinohashi， 

Teshio of Hokkaido and a consideration on the vole 

damage in Hokkaido in general. 

By 

TETSVO INUKAl and TAKI~~III W.~KAZ()N() 

緒 論

昭和 26年(昨年)10月上旬に天臨岡ーの橋智

林容にて管内の諮林地にトド松市左杭栽したとと

ろ，その後旬日を1:1¥でないうちに野五;[の著しい食

容を受け，同時に管内の信州カラマツの3年生の

治林地にも被害が現れた。従来北海道内では造林

地の野鼠被害は主として冬季前零下に起り，秋季

の被害は釧路，根室:方聞にはJJl!々 見られたが，他

の地方には稀・であった。叉被害木は移入間の信州

カラマツに多く在来町のトド松は比l民的以害に討

して安全とされていた。依ってこの被害地の調子E

は北海道の野鼠被害の一般封策に参考となるとと

が多く，誌に現地の欣況と今迄に各地で行った調

ヨ!Eの結県を併せて報告-し，今後の野良の防除策の

-Jl)Jとし度い。

本調をに首り多大の便宜を興へられた旭川|倍

林局，ーの柿皆林署，農林容林業式験場札幌支J劫，

北海道野鼠防除協合及び、文部省科壊研究野五;[班の

闘係各i立に深謝の意を去する。

ーの橋被害地の蹴況

木治林地で先ゥ夕、最初にn牙以被害の護見された
のはトド松市で，約 1米に及ぶfI:の終生地を筋刈
して右Ii放した筒所が食容され，古木の柏部の出HI校

は鳴み切られ，叉樹j主も制ぎ取られて殆ど全滅し

た(墓地附近)。 又ーの柿市街地を 2キロ離れたri:i
地では筋刈りの中のある畝は杢部制部が鳴み切ら

れ，それに隣接する畝は何写の被害たく，斯るtrif

f貯に於ては野兎の夫容があったもので，その中に

野鼠の食害も混在していた。然し興味のあるのは

信州カラマツ(以下落葉」恰と記す)の恥需で，昭和

24年存に植栽された治林地である。

該被害地は植技後2"'¥三は何の食害もなく， 1.5 

米に及ぶ3年生の落葉松が背過と鑓りたく育成さ

れていた。とのift林地はーの析の市街を京に去る

2キロにあって餓道に沿い， 傾斜は 5度で，三方

にはドイツトウヒの匙材、がある。 ドイツトウヒの

杭設は大IE7年で， 何れも 30年生の碍'に見る美

林であるが，被害のあワた落葉松の治林地は，絡
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H弛世日山:江i1後支でイ行1:決弘炭;F日きゴ事Jf十刊汁a↑h附h
ヰ〈の叫~jY担により i山11 火を i8出」し，その跡地を手IJJI] した

ものである。北海道に於ては野恥の:被告;防 11:の第

一千段として治林地のよ也排へC計り，地被物の ill~ ，

雑fL，雑木咋をヨモ刈りして焼き排Jい野以の棲息、土lJ-

mを'!~ふ方法を ~~t附して1，\(たのであるが，該也林

地はとの貼から見ると:rlJ!.想的防11t措置が~i~ぜられ

たもので，それにも折jらやとの被告:を見たのであ

る。

浩林地の会刈，焼き姉いをし完全な地梼へを

なしても下平は杭栽木がfC分に生育し， うっぺい

をなす迄は繁茂する故に，更にそれ迄下刈りを必

要とするが，該被守地に於ては杭放後2ヶ"l'-Imは

被害の徴{院が全然なく且つ下平も下刈りの不1JHiで

あったととは認められるが，特に野島lの誘致に有

利であったと云う釈ではなかった。然るにとの被

守の IH現したのは他に原I~lがあるもので，第ーに

1ラへられるととは，完全た地排へでも下刈りを檎

結して行わなかったら，そのままでは 2年以上は

時以防止の効県を保たないととと， a'c二にとの地

方に野1;'(のな敢な異常設生があったととのこつで

ある o 現に被害地には乏しい下:主主であったがその

中に多敢の1L1'鼠の巣穴が設見された。1)

而してとの地)jに野良がq..'fに多;敢に殻生した

まIl!.rllは， 日付手n24 "1"-秋にiJt地方に多くるるミズナ
ラのドングリの製作が考えられる。

従i，¥(笹の[¥1-)干ヒキli買が好恥の大殻生の誘肉とな

り，大被害のるったととは)丞々報;号された。 gpち

大IUi 年に九州、i竹川の ~LI**にミヤコザサの l\f11'凶長

貨があって同 s"1'-に野11Uハグネズミ)の大被害が

あり(岩下，古守 1936)，昭和 8"1三に祈l棋士也方にni
tJ~!1守の結貰があって，昭和 10年 11年に山林の野

鼠(ハグネズミ，ヒメネズミ子主)被容は 13，000nlT歩

に及び(本幕 1!13G，I， 秋[rf腕DJ鹿宇品では昭和115 

"1ミに笹が・luiに年li宜し 11日平¥11f> 1'1三にクロマツの

illt林地にハグネズミの大;被守を見(犬伺未設夫)，

又梓太の能登日小品で、l引日手n13"Fと19年の 2[111 

に冗り'ui:の附花結寛があって 2[i1 1 ぅ!1;~~"1:. ドブネズ

ミの大詳の設生があった(犬1M1942，ヨミ貫 1944)。

竹野{の[¥lf7とと野i誌の聞係は渡法氏も報汗している。

エゾヤチネズミがドングリを¥lfik子するととは，

各地でその巣穴にドングリを1m;託しているのが設

比されたととからも明らかで， ドングリが野恥の

被将と附係あるととは次の例に1:l'くっても肯定され

る。自[Jちf!V'l'-(日同1126年)5月i形成芥宝，美生字岡
山の1串校林のii!i林地を調子Eしたが， との浩4林本はよ
く市掃され7たζ耕地E跡A亦iにH昭l臼i手和n2弘4占年Ic'..三と 2釘5年にf信言訂計リナ州汁州、t十刊H、'1

ラマツを杭J栽北し7たζものでで‘，何のi也被物らない:fll[想

的な地排へ地で殺鼠剤を撒布しであったが，翌年

存にII可鼠の定存が設見された。然しその被害l工法

林地の問i漫15米以内に限られ， 造林地の内部に

は何の被害もなく，野五tが迂I林地の外部から侵入

したととが認められ，特にナラ林に接した部分は

殆ど、杢j域的被害で、あったa とのナラ林l会見の};i!t!{

に利Ilj されていて ~l:r::.+:の外によ也被物は少なくよく

清帰された林地であったが，根株子生の附近には野

fj{の巣穴が多く見られ，又野五;(の食い残したドン

グリが散在し， との林が野鼠の根元地で， との誌!I

林地に冬季1mVL位入して食害したととは明白で・あ
る。一方f!í;年秋に落葉松市~の食守を3まった日正:)

地万，上戸日Ij，タ 5W~>;何れもその詰林地附近でナ

ラ，カシワ等のドングリの型作を見た地方で， ド

ングリが，笹の賓と同肢に野鼠の設生に附係のあ

るととは疑うi染地がない。

野鼠費生橡察の自然{寵f牛

ill!t+:T也の野鼠被害防止には，布伝統木に食容の

出現する以前に野1tの殻生1象祭が必要で・ある。以
上の如く笹の枯貨やドングリの le~H/lê，叉野生相{物

や農作物の型作も時五tv設生をl'ドう(井上 1943)

ため~f-戒を要するが，余百三は n下肝外に，野五lの

貴子む主餌を泣きその喫食Z容を調べて野氏の{{-否主主

び、に棲息絶tj肱推定の研究を立らめているが， とれに

より1没収制の撒市長色決'ιしようとするものであ
る。然しながら野鼠のイーjJ!\~ÎI:iÌ:t弘、に怯忠、故の多寡は

現地に於ける間々なる白然JIJ¥況により大田容を察す

ることが問米る。北海道内には逃林l也で加持する

ヱゾヤチネズミ (ClethriOl/OI1IJ'Srufocanus bedfουliae 

(THOMAS))は林地以外到る所に棲息しその符度

は年により叉自然保件により常に礎化があり，平行

1) 本造林地の下刈りは，昭和田年l[可，同 24年2lTl，同 25年1ml，同 26年1101であった。
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!1tの(:-:Jい時は強力に防除法を推進しなかったら，

その被害は必然的に起るi，九九・-t-.の橋に於ける
観察を基礎にして]象察に役ウ:つ諸f削午をjA;べる。
ヱゾヤチネズミは余が就にたkぺた虫nく (犬飼

1950)野草をも食餌とするが， 北海道では 5月下

旬から 6月上旬にかけて特に笹の窃及び新茅を好

んで食べ，又特にffE地に好んで棲息する故に，笹
地のとの食いlfJJliの多少で・その純度の大ノj、を察する

ととが出来，野五lの少ない笹地では安い跡勺;は徐

り人目に燭れないのが普通で、ある。ーの橋地方で

は夏季に山野でカタツムリが野j誌に食われた跡が

屡々見られたと云い，とれも異常現象で野鼠の多

いととが示され，又秋には各和の野生食HJ茸の不

作で・あったため殆ど全部が野五{に食われ地方人の

採取が不可能であった。とれより先にーの橋附近

で、は馬鈴薯1.111~乙野五lの食害が見られ，通路で野鼠

が見られたとともあった。落葉j切に入って山野に

青草が少なくなってからは町長lは笹の地下草や契

を定ペ，又*inくして貯滅した跡が琵見された。元
米野五01，は笹を好んで・食わないからとの欣態はII年鼠

が食物に窮した詮撲で， 10月中旬から治林地のト

ドマツ，落葉松を食害したのでるる。

昭和26年4JJi度tli支臨の蛾日野(ガピノ)の

落葉松浩林地の野鼠被害を調布した際，住ーを筋刈

りした治林地で2年生の杭松本は全滅していた

が，匙林地外のキイチゴ，ニハトコ，ヤナギ，ハ

ギ等が特に各所で食われた跡が見られ， 1.111 の J ，t~l古i

のスモモが食容されていた。

以上述べた諸現象はイIIJれも[1¥J接に野島(誕生強

察に役立つもので ι接には野五，(の員t'l¥:， m等の
殻>~が役立つ。余は又毛7Jàの也後にーの柿の浩林

地を調布したが， 20cmの砧雲を被った筋刈りし

て浅された笹の下や倒木の下にはl切らかに多数の

野鼠の足跡を見，各)リ?に糞や放b止の跡を見， q庄の

葉を主iA断した物等を見，とれを組合してむ如何に

lHi-.rilの干何度が正:iいかが窺われるのであるfJ

農地特に牧草地の野鼠

北海道に於ては法林地の野j誌は 30年*詳細

に調布され，その食守が主としてエゾヤチネズミ

によってなされ， との外にヒメネズミ (Apodemus

geisha geislw (TllOMAS))人によってはヱゾヒメネ

ズミ (Ap.gei. hοkkaidi (THOMAS))が若干力n害する

ととが知られているが， この外にlhi-11tとして林内

に棲息するものはエゾアカネズミ (Apodemusspecio-

sus ainu (THOMAS))， エゾハツカネズミ (J14us1IIolo-

ssinus }'ezonis (KURODA) )， クマネズミ (Rattusrattus 

rattus (L.) )及びドブネズミ (Rattusno何egicusnorve帽

gicus (ERXLEBEN))で，後三者は所'lil'Ht家性の.rj)tと

云われているが，北海道の山地ではエゾアカネズ

ミが住家性となり，叉同時に純然たる野外生前を

するととは余は昭和 25年弱IJ路岡弟子組の王子の

浩林地でも，叉本年石狩閤北村でも碓め，既に太

[rf，上Efl氏も報脅している(太問，上fll1949)。品!i

林地を食害する野j誌は林内に棲息、する野鼠に限ら

す"材、外からも位入するととは就にm!;ベた通りで

るるが，野五tの多い農地の野五lにJ廷では未だ充分

な調去がない。

[-勝)j両で豆類，玉笥黍学の比較的清掃が行

き崎いた耕地のi1lJに浩林した場合は鼠守がないと

とが知られ，牧草地附近には往々にして被害が現

われる故，余人手は特に牧草地の野鼠の調布を進め

ている。野五{は牧草の若芽，京葉，和子等を好み，

特にクローパーを好くため牧場内に棲息、し得ると

とは首然であるカ::， 4文~"iU也のi也ならしをよくし，

誼常に刈入れをなす時は珂~.rj，{の棲息場所が奪われ

て，千4i入棲息するものが少ない。

先す":0が札帆郊外のn患の農林行法事試験場
高理部lの牧場-でrr'F/'I~ 6 n 13， 14日に 1WI・~f.!:1I析し
たチモレー及び赤クローパーの牧草地で拘il"j;凶器及

び，1~芯['H[子をfIjいて野五lの特度を調布したととろ

午町2レーからクマネズミ 11iJ'1を1'.}た丈で，更に 9月

26， 2i日の隔日更新後5/'1ミの古い牧場で調子正した

ととろ探集作J!l~であった。後者・に於ては牧草は 3

~íl刈り取られ，地面に凹凸少なくよく整備されて

いた。とれと封照に選んだ北海道え撃の附!民'J農場

である札幌郊外の牧場は同の放牧が主で，牧草の

刈り入れは 2[iilであるが，五1.[新作業をしないため

2) 上田氏は該地の野鼠符皮を十思議放{きトjどにより 10月にはエゾヤチネズミは-ulr歩に平均 85.8匹とiJ¥lJ.iE:した。然し

8 月にはLJ~'均 8.5 匹であった O
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m;il'l牧I1Eの株を生じ， l!JのJ止跡、η;にて[IIjIrrlが11[:だ
しいため，出i'lJlのfι日、に古f剖;イ?なイ底:1'1:をは[てい
る。 との4文J品内でぶIljl¥":が1I'j，/'¥ミ 5)，] 10 I1 i;，ら11

n li I1 迄の11'dに 2I1 J f}j;-(l'JでJ*1tした野r~~は次の

如くで，との中には取れた線、ての鼠を合む故，野

~LI1'd;ζ ドブネズミも合まれている。

ドプネズミ エソ~...-'¥"，チネズミ ミカドネズミ計

94 43 44 181 

とのうちェゾヤチネズミは 7月に一帯多く取

れ 10月後は非常に少ないが， いつも若干は棲息

している。

又樋口氏(未設表)が野帆ーに於て一昨年 10月

より昨年2月の 5ヶ月の冬季111Hz:，大豆，::K笥黍，

ソバのJfX陸後の:!:U!及び牧平地を合めた面杭約10町

tvl̂Jで採集した野鼠は次の如くである。
エゾヤチ ミカド
ネズミ ネズミ ネズミ ネズミ 言f

291 205 98 18 612 

とのうちエゾヤチネズミは 47.596をr!iめ， 10

)j11)jに最も多く (iO匹)l)jに位も少なかった

(9匹)が， 冬季中もとの中に桜息しているととが

l切らかである。

11，えって夏季冬季を問わ歩、ヱゾヤチネズミは林

地以外の千地に於ても多数桜息しているととはI切

らかで， 日'j!年 3月20日にi度品赤井川の北海道決

蹴合I1H:の辞表松のぜよ林地で、は野五(が附近の農家の

採平地からヨU:if{J20mを歩行して来て食害した

跡が児られたが， jtiL林地の内部は防除措置がよく

施行されていたためかi礼拝を見なかった。

ーの橋に於けるエゾヤチネズミの

秋季被害の特徴

北海道の匙林地の野鼠の食守は従来主として

冬季砧22下で行われ，手伝の融~jk月に初めて鷲見さ

れるものが多かったが， n'j'''lこは各地に秋季の被害
が政見された。とれは従米は秋季の被害に:~J~ては

徐りiì'.~立を 1?f~わなかったととにもよるが，今刊の

ーの橋治林地内の被害は秋季の被守として初めて

よく調抗されたもので，此民主にその特徴を1我山-ず

る必嬰!カ2ある。

も'kJi:¥t)1の辞表松の被害本は地而に接した幹部

の樹皮が愉JU，に鳴り取られるものが大部分である

カ入ノi'!， i!の被~lfは HC抜本ω~1~元の1M此は勿論のと

と，品目!:':j1.5 111 I'L及ぶものの地一j'，1 111 ，I:)，J'，で・也符

4.5mmのお'nil¥の樹皮までもsMfりlr)(.られていた。と

れによりエゾヤチネズミが斯るrt.:;j川・まで本に馨じ

登る可能性があるが，現地に於て質際に野氏が樹

上でお17勤しているJlki.患を見た人がるり，とれがヱ

グヤチネズミの習性のーっとうjすえねばならない。

樹皮の剥離は根元から梢部に連続して行われるば

かりでなく，根元は完全で・あるのに上部丈が力¥1容

されたものもあるのはとの習性から首然左足ととで

るる。;;j，くに注意すべきは杭栽木上部の芭侭5mm

の細校が野以によって鳴み切られていたことで，

斯る被害は野兎によって屡々なされるが，ーの橋

治刻、地ではとの加害が野兎が建し作ない 1m以上

の高所にあり，又野兎の悩み切った跡は鋭利な刃

物で切断した如く滑らかで、あるのに，京lH枚の切り

倒iにヱグヤチネズミの細い門商の跡が明瞭に見ら

れp!iザJ}{の切ったことはI切らかで、ある。而しでかl

守木の附近に切り落された車lHJ.支を殻見し符.ないと

とから， :{:交の先端の柔軟な部分は野以によって定

ゐれたか，ある部分は巣穴icJti'賊されたものと忠

われる。

一許すべきーは野以が1'J[-$:J-，で引-勤する場合に

は融雪後に樹幹の ~1'lm部に鳴り跡が捜り，野晶lが

登って食害した虫nき感を興えるととである。

冬季目!の野五l被守は野五、lが食物に!Joした結果
行われるととは，右とから瓦の野外に食物の多い期i

n日には士吉林地の被害が起らないととからも考えら
れるが，ーの柿の秋季の詐実松の被害はやはり附

近に野氏の食!f1JJが乏しくなった[;i'iから始まったも
ので，従って撒布したすF餌をも食い易く，臨除は
冬季対1守-する野鼠よりはなし易い。づ~h宰が施行し

つつある駆除の結果に就ては融雪後の調査を待っ

て報告する珠定である。

三火に従来北海道内で、施行されている野鼠の腿

除訟の強化のため更に注意すべきは降雲直後の毒

餌撒布である。日[lち従来は積雪前にヱゾヤチネズ

ミがJti'食をなすため， との習性を手Ijmして奇餌を
撒布しとれを食わすと共にJ¥'i'iJ践し冬季間に喫食さ

せて艶すことを11標と L，又存融25:直後で青草の

H~，る直前で野以の食物の;肢も乏しい時に毒餌を典
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えるようにじたので、あるが，今1111のーの柿の例を

見るに， 10 Jr F 'Í J]のもI(~よι後には出品(は--'1.1&\地被

物の下に逃避集合するととがはられ， lS'f'乙伎の紡

刈り地では鴎されたqÍì:の中には未だ充分に~;~/i 11が

}遣され，そのー1-.に車:i{ く~が杭る故に附近の野11{は

との中に集まる傾向が見られ，此庭に奇餌を撒司ri
すれば，殺fi3(の効果が幸子じくJ誌がるのである。

摘要

1.ーの橋造林地のエゾヤチネズミの被害は山

火跡地で杢刈り焼椀いの典型的地J在へで、るったに
拘らす=起ったもので，とれば野五01.の異常設生があ

って，下刈りの不充分な隙に侵入したものである。

全刈り焼梯いの効果はとの例から 2ヶ年以上は保

ち得ないととが示される。!時五lの異常設生の原因

はドングリの操作にあると忠われる。

2. 野五~費生の}象察手段としては，野平4与に街

の食害，キイチゴ==-ハトコ，ヤナギ，ハギ，茸

類，経の地下車1'S;の食い跡の後見が肝要である。

3. ェゾヤチネズミは農地q，i'iこ子入ω不完全な

};1i新を長く放置した牧平地にJilil主l三棲，官、し， とれに

接する主主林地に食害を及ぼす。

4. :x糠ーの柿の秋季の野fi{被持j也に於て，ヱ

ゾヤチネズミが品iH いNU主~，の 1m 以上の J~:jrI}jに登

って加持L，51...示日l主主も嚇みll"x.るととが説明された。

初冬のも'(~uï後には野長Uì:Þ也被 !f?J]の下に集合する

故，殺ff(の5bi餌撒干fiの時機はとの時も逃してはな

らない。
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Summary 

1. A severe darnage by the vole appeared in the planting area at Ichinohashi， Teshio though the 
area was cl巴anedαrefully by burning unnecessaries befor巴theplanting. It was shown that th巴bedcleaning 

is not effective for more than 2 years against the invasion of the vole unless further weeding and oth巴r

tendings arc secured in several successivc years. Thc outbreak of the vole in this district seems to be brought 

about by the rich harvest of nuts of Quercus in the previous year. 

2. :F勺rth巴 forebodingof the outbreak of the vole the finding of bites on wild plants in the vicinity 

such as Sasa bamboo shoots， Rubus sp.， Sambucus， Sali.'I" sp.， Lestedeza sp.， wild mushrooms， underground stem 

of Sasa are avairable. 

3. 'Clethrionnmys rufocanus bedfordiae which is very harrn ful against the planted younglings constantly 

inhabits the grazing fields， farms and desolated places and from there attacks the forest. 
4. At Ichinohashi， the vole was observed climbing more than a meter high up on the trunks of younglings 

alld biting twigs. In ear1y willter the voles concentrate under the shelter avoiding the snow. Therefore， 
the spreading of the poisonous baits into the shelter is very desiral】le.


